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小中高 校生俳句大会
小
学
校
　
１
〜
３
年
生
の
部

小
学
校
　
４
〜
６
年
生
の
部

　第46回子規顕彰小中高校生俳句大会の表彰式
が、平成23年11月23日に子規記念博物館で開催
されました。8,910句の応募の中から選ばれた、
グランプリ４句を含む特選130句を紹介します。
○は複数の選者に選ばれた句です。（敬称略）

青
野

　郁
恵
　選

庭
プ
ー
ル
し
ば
ふ
に
光
る
水
の
玉

谷
川
　
美
来
（
東
雲
３
）

○
の
ま
う
ま
が
し
お
を
な
め
て
た
も
う

し
ょ
の
ひ

笠
原
　
慶
紀
（
清
水
１
）

夏
祭
り
町
ふ
く
ら
ん
で
く
る
よ
か
ん

 

篠
森
　
凜
（
味
生
３
）

六
月
の
は
な
よ
め
さ
ん
は
ぼ
く
の
あ

ね 

坂
本
　
匠
（
垣
生
２
）

一
人
べ
や
は
じ
め
て
ね
む
る
秋
の
夜

 

山
岡
　
梨
菜
（
垣
生
３
）

あ
め
あ
が
り
や
ま
よ
り
お
お
き
な
に

じ
が
で
た

曽
我
　
柚
香
（
石
井
１
）

男
三
人
で
カ
レ
ー
を
作
る
星
月
夜

岩
崎
　
浩
之
（
北
久
米
３
）

矢
野

　裕
司
　選

打
じ
ゅ
ん
き
て
打
て
や
打
て
や
と
せ

み
が
鳴
く

山
田
　
翔
平
（
東
雲
３
）

○
の
ま
う
ま
が
し
お
を
な
め
て
た
も
う

し
ょ
の
ひ

笠
原
　
慶
紀
（
清
水
１
）

い
つ
ま
で
も
い
と
こ
見
送
る
夏
の
風

 

田
中
　
雄
大
（
素
鵞
３
）

き
た
か
ぜ
に
ま
け
る
な
ぼ
く
の
な
わ

の
音 

田
上
　
晴
登
（
垣
生
２
）

ぎ
ん
な
ん
の
間
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
ぶ
じ

ゴ
ー
ル 

乘
松
　
葵
（
垣
生
２
）

ひ
ま
わ
り
の
ト
ン
ネ
ル
く
ぐ
っ
て
そ

母
の
家 

髙
橋
　
美
咲
（
椿
３
）

ど
こ
ま
で
も
そ
ら
た
か
く
と
べ
お
に

や
ん
ま 

成
松
　
大
輝
（
北
条
１
）

高
山

　佳
子
　選

お
ん
ど
く
ち
ゅ
う
あ
み
ど
で
き
い
て

る
せ
み
の
か
ら吉岡

　
竜
生
（
素
鵞
１
）

弟
が
は
じ
め
の
一
歩
夏
の
風

槇
　
凜
子
（
堀
江
２
）

犬
ほ
え
て
す
り
き
ず
二
つ
な
つ
の
朝

 

井
手
　
彩
日
香
（
久
枝
２
）

谷
井

　紀
夫
　選

○
棟
梁
の
声
高
ら
か
に
雲
の
峰

長
尾
　
美
都
里
（
附
属
５
）

犬
小
屋
に
パ
ラ
ソ
ル
立
て
て
か
げ
つ

く
り 

陸
野
　
彩
希
（
堀
江
５
）

夕
立
が
松
山
城
を
丸
洗
い

三
好
　
龍
臣
（
桑
原
５
）

雨
の
日
も
せ
み
と
り
か
た
手
に
か
さ

を
持
ち 

大
西
　
凌
（
石
井
東
４
）

秋
晴
れ
や
バ
ッ
ト
に
グ
ロ
ー
ブ
さ
し

て
い
く 

橘
　
翔
太
（
双
葉
４
）

○
手
を
つ
な
ぐ
約
束
わ
す
れ
た
き
も
だ

め
し 
小
島
　
萌
（
道
後
５
）

あ
め
ん
ぼ
に
プ
ー
ル
開
き
を
先
こ
さ

れ 

西
山
　
綺
竜
（
北
久
米
４
）

茨
木

　里
子
　選

○
棟
梁
の
声
高
ら
か
に
雲
の
峰

長
尾
　
美
都
里
（
附
属
５
）

○
手
を
ひ
い
て
祖
父
の
歩
は
ば
で
盆
参

り 

藤
本
　
美
乃
里
（
味
酒
５
）

○
逆
上
が
り
夏
雲
け
っ
て
一
回
転

大
石
　
健
登
（
宮
前
５
）

帰
り
道
菜
の
花
見
つ
け
ま
た
見
つ
け 

 

藤
原
　
寧
瞳
（
河
野
４
）

歓
声
に
た
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
セ
ミ
の
声 

 

森
　
悠
太
朗
（
さ
く
ら
６
）

○
さ
く
ら
ま
う
今
日
の
散
歩
は
遠
ま
わ

り 

大
西
　
里
佳
（
和
気
６
）

友
と
行
く
虹
の
は
じ
ま
り
探
す
旅

池
田
　
信
乃
（
清
水
５
）

し
そ
の
は
の
あ
か
ち
ゃ
ん
ば
っ
た

し
ょ
く
じ
ち
ゅ
う

濱
田
　
大
翔
（
湯
山
１
）

い
ね
の
ほ
を
ス
ズ
メ
が
ひ
っ
ぱ
る
つ

な
引
き
だ 

堀
江
　
峻
介
（
椿
３
）

あ
き
の
よ
る
だ
い
す
き
な
ほ
ん
「
ぐ

り
と
ぐ
ら
」

小
野
　
朔
（
双
葉
１
）

か
け
っ
こ
の
お
う
え
ん
し
て
る
ひ
が

ん
花 

蘓
理
　
泰
樹
（
姫
山
３
）

髙
須
賀

　智
子
　選

ペ
ダ
ル
こ
ぐ
ぼ
く
よ
り
は
や
い
ぎ
ん

や
ん
ま 

隅
田
　
脩
平
（
桑
原
３
）

せ
ん
ぷ
う
き
し
ゅ
く
だ
い
と
ば
す
三

ま
い
も 

岡
　
直
（
久
米
３
）

と
べ
や
き
の
中
は
み
ず
い
ろ
夏
の
空

 

赤
松
　
拓
海
（
附
属
３
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
し
も
や
け
治
れ
と
手

を
つ
な
ぐ

仲
岡
　
葵
聖
（
垣
生
３
）

ラ
ン
ド
セ
ル
だ
っ
こ
し
て
ね
る
は
る

や
す
み 

松
本
　
望
吾
（
双
葉
１
）

か
ぶ
り
つ
く
す
い
か
に
歯
が
た
ま
た

歯
が
た 
松
原
　
里
奈
（
双
葉
３
）

よ
う
き
た
の
う
じ
い
ち
ゃ
ん
わ
ら
っ

て
あ
せ
を
ふ
く濱崎

　
優
也
（
窪
田
１
）

柴
川

　智
恵
子
　選

温
度
計
夏
の
間
は
ノ
ッ
ポ
さ
ん

山
内
　
志
織
（
番
町
３
）

う
な
ぎ
食
べ
か
が
み
の
前
で
力
こ
ぶ

 

喜
舎
場
　
雄
吾
（
清
水
２
）

春
の
草
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ね
こ
を
だ
っ

こ
す
る 

大
原
　
大
志
（
雄
郡
３
）

き
ゅ
う
り
が
ね
ド
ー
ナ
ツ
み
た
い
に

く
る
り
ん
こ萩

山
　
優
衣
（
和
気
２
）

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
ち
き
ゅ
う
み
た
い
に

う
い
て
い
る吉

田
　
琴
音
（
福
音
１
）

か
ま
き
り
が
ご
く
り
と
の
む
よ
み
ず

た
ま
り 

武
田
　
尚
（
福
音
１
）

ふ
う
り
ん
は
風
の
気
持
ち
を
教
え
て

る 

程
野
　
結
衣
（
双
葉
３
）

大
久
保

　礼
子
　選

友
達
の
引
っ
越
し
を
知
る
せ
み
し
ぐ

れ 

兵
頭
　
宗
太
郎
（
湯
築
５
）

金
魚
鉢
洗
っ
て
出
か
け
る
夜
市
か
な 

仙
波
　
憲
汰
（
三
津
浜
５
）

○
手
を
つ
な
ぐ
約
束
わ
す
れ
た
き
も
だ

め
し 

小
島
　
萌
（
道
後
５
）

せ
ん
風
機
姉
と
ほ
ほ
よ
せ
仲
直
り

松
本
　
卓
磨
（
味
生
６
）

ま
た
行
こ
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
い
っ
し
ょ

の
夏
の
旅 

岡
田
　
結
（
粟
井
５
）

○
さ
く
ら
ま
う
今
日
の
散
歩
は
遠
ま
わ

り 

大
西
　
里
佳
（
和
気
６
）

弟
が
せ
み
１
０
０
ぴ
き
分
な
い
て
い

る 

八
幡
　
絢
香
（
生
石
４
）

向
井

　京
子
　選

○
手
を
ひ
い
て
祖
父
の
歩
は
ば
で
盆
参

り 

藤
本
　
美
乃
里
（
味
酒
５
）

ぼ
く
が
と
っ
た
サ
ラ
ダ
の
て
っ
ぺ
ん

プ
チ
ト
マ
ト 

上
田
　
涼
（
湯
山
４
）

肩
倒
立
足
が
上
が
っ
た
夏
の
空

西
原
　
れ
い
な
（
味
生
第
二
５
）

い
つ
の
ま
に
蚊
に
さ
さ
れ
た
か
つ
ぶ

三
個 

森
田
　
智
也
（
素
鵞
６
）

夏
祭
り
「
あ
の
子
も
い
る
か
な
」
鏡

見
る 

一
柳
　
侑
里
（
正
岡
５
）

ス
ー
パ
ー
で
青
梅
見
た
ら
き
ゅ
っ
と

な
る 

木
村
　
心
（
雄
郡
６
）

初
対
面
音
合
わ
せ
す
る
蝉
二
ひ
き

藤
本
　
友
惟
（
双
葉
６
）

矢
野

　三
佳
里
　選

せ
み
し
ぐ
れ
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
し
て
や

と
母
の
声 

森
貞
　
智
太
（
附
属
５
）

　夏休みに野間馬ハイランドへ行きまし
た。とても暑い日で、僕は喉がカラカラ
になって、ジュースを飲みました。見て
みたら、野間馬もとても暑そうにしてい
て、ベロを出して塩をなめていました。
初めて見たのでびっくりして、心に残り
ました。グランプリに選ばれて、とても
うれしかったです。

笠原　慶紀
（清水小１年）

の
ま
う
ま
が

　
　し
お
を
な
め
て
た

　
　
　
　も
う
し
ょ
の
ひ

グランプリ

　近所の家の棟上げ式の時、一番高い柱
に登り大きな声で指示している人がいま
した。母に尋ねると、その人は大工の棟梁
だと教えてくれました。棟梁が「もっと右
だ」「こっちだこっちだ」と手を上げると
クレーン車でつるされた大木がゆっくり
運ばれ、その向こうに見える夏空には
真っ白い入道雲がありました。この句は、
その様子を思い出して作ったものです。

長尾　美都里
（附属小５年）

棟
梁
の

　
　声
高
ら
か
に

　
　
　
　雲
の
峰

グランプリ
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小中高 校生俳句大会子規顕彰

中
学
校
の
部

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
（教）
子
規
記

念
博
物
館
☎
931
５
５
６
６
・

934
３
４
１
６
へ

第
46
回

日
野

　弘
子
　選

満
塁
の
投
手
の
呼
吸
青
嵐

飯
尾
　
隼
人
（
済
美
平
成
２
）

セ
ミ
の
声
一
瞬
乱
れ
網
の
中

菊
池
　
航
大
（
愛
光
１
）

○
好
物
の
桃
も
無
視
す
る
反
抗
期

宇
佐
　
英
香
（
愛
光
１
）

面
は
ず
し
夏
の
風
涼
し
初
勝
利

吉
田
　
美
来
（
南
２
）

目
を
つ
け
た
黒
出
目
金
や
い
ざ
勝
負

岡
本
　
秦
（
鴨
川
１
）

熱
帯
夜
な
か
な
か
寝
つ
け
ず
虫
図
鑑

善
家
　
天
平
（
県
西
２
）

桜
花
「
見
て
よ
」
と
ぼ
く
の
前
に
散

る 

森
　
紘
輝
（
雄
郡
６
）

○
逆
上
が
り
夏
雲
け
っ
て
一
回
転

大
石
　
健
登
（
宮
前
５
）

妹
の
育
て
た
き
ゅ
う
り
へ
そ
ま
が
り

伊
藤
　
一
秀
（
桑
原
６
）

夏
終
わ
る
涙
と
う
つ
む
く
ホ
イ
ッ
ス

ル 

戸
田
　
竜
平
（
垣
生
３
）

片
山

　信
二
　選

山
百
合
が
楚
々
と
む
か
え
る
母
の
里

山
下
　
彩
也
香
（
雄
新
３
）

京
旅
行
母
の
き
お
く
の
宇
治
氷

田
中
　
和
真
（
南
第
二
１
）

夏
終
わ
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
返
す
朝
の

道 

中
矢
　
成
洋
（
垣
生
３
）

曼
珠
沙
華
棚
田
ぐ
る
り
と
守
り
お
り

藪
　
弦
一
郎
（
済
美
平
成
１
）

白
紙
置
く
「
進
路
決
め
ろ
」
と
稲
光

り 

兼
頭
　
里
奈
（
南
第
二
３
）

○
好
物
の
桃
も
無
視
す
る
反
抗
期

宇
佐
　
英
香
（
愛
光
１
）

「
さ
び
し
い
わ
い
」
祖
母
待
つ
里
は

雪
予
ほ
う 

山
西
　
千
尋
（
久
米
５
）

夏
の
夜
ば
あ
ば
と
さ
が
す
じ
い
じ
星

三
谷
　
の
ど
か
（
石
井
４
）

「
ま
た
君
か
」
皿
の
ゴ
ー
ヤ
に
ひ
と

り
ご
と 

合
田
　
晟
祥
（
み
ど
り
６
）

阪
本

　謙
二
　選

す
い
す
い
と
速
歩
き
す
る
浴
衣
か
な

高
市
　
康
伸
（
松
山
中
央
３
）

消
し
ゴ
ム
を
一
つ
使
い
切
る
夏
休
み

内
田
　
駿
介
（
松
山
中
央
１
）

バ
ス
の
中
ス
イ
カ
が
ひ
と
つ
席
を
取

る 

津
島
　
愛
音
（
松
山
工
２
）

父
の
背
を
越
し
て
十
五
の
初
浴
衣

濱
奥
　
滉
介
（
松
山
工
１
）

穏
や
か
な
祖
父
の
横
顔
魂
送
り

弓
削
　
綾
子
（
済
美
２
）

髙
石

　幸
平
　選

か
き
氷
落
と
さ
ぬ
よ
う
に
息
止
め
る

友
澤
　
美
陽
（
県
西
４
）

砂
浜
に
足
跡
残
る
西
瓜
割
り

佐
藤
　
丈
（
松
山
中
央
２
）

○
向
日
葵
や
少
年
ダ
ッ
シ
ュ
繰
り
返
す

小
西
　
彩
加
（
松
山
中
央
３
）

人
生
の
分
岐
点
な
り
夏
休
み

窪
田
　
俊
宏
（
松
山
中
央
３
）

大
花
火
重
な
り
あ
っ
て
空
埋
め
る

伊
藤
　
享
佑
（
松
山
聖
陵
２
）

福
谷

　俊
子
　選

真
っ
さ
ら
の
原
稿
用
紙
蜃
気
楼

藤
岡
　
菜
子
（
松
山
南
１
）

む
く
ろ
を
見
夏
の
終
わ
り
を
寂
び
る

朝 

東
　
広
大
（
愛
光
１
）

宮
﨑

　恭
子
　選

初
夏
の
朝
地
球
の
空
気
に
ひ
た
り
け

り 

石
﨑
　
祐
平
（
雄
新
１
）

か
き
氷
ピ
カ
ソ
の
よ
う
な
味
が
す
る

宮
本
　
朱
理
（
久
米
２
）

名
月
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
の
ぞ
き
け

り 

灘
野
　
星
（
西
３
）

向
日
葵
や
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
空
掴
む

矢
野
　
穂
華
（
北
条
北
２
）

合
奏
の
休
符
を
埋
め
る
蝉
の
声

山
本
　
瑶
子
（
鴨
川
２
）

土
湿
り
ふ
わ
り
微
笑
む
野
バ
ラ
か
な

轟
　
萌
可
（
道
後
３
）

し
お
か
ぜ
と
駅
を
か
ぞ
え
て
帰
省
す

る 

伊
藤
　
啓
大
（
附
属
１
）

武
田

　香
織
　選

そ
っ
と
見
る
肩
に
と
ま
っ
た
甲
虫

白
方
　
萌
花
（
県
西
１
）

蝉
時
雨
人
な
き
寺
の
昼
下
が
り

松
岡
　
俊
希
（
県
西
２
）

梅
雨
の
空
捨
て
た
手
紙
を
開
け
て
み

る 

大
成
　
千
咲
（
北
条
南
３
）

庭
仕
事
母
の
頭
に
子
カ
マ
キ
リ

久
米
川
　
薫
子
（
湯
山
１
）

父
宛
の
絵
手
紙
に
書
く
夏
み
か
ん

 

菅
野
　
真
由
（
雄
新
２
）

え
さ
三
つ
ぶ
金
魚
の
口
角
上
が
り
け

り 

今
城
　
葵
（
南
第
二
３
）

校
舎
か
ら
後
輩
た
ち
の
夏
を
見
る

 

笹
田
　
実
季
（
桑
原
３
）

渡
部

　和
寛
　選

炎
天
日
蛇
口
の
先
端
上
を
向
く

花
山
　
雄
大
（
南
第
二
３
）

友
達
と
未
来
を
語
る
青
田
か
な

伊
藤
　
大
智
（
小
野
３
）

夏
草
を
刈
り
て
重
信
川
広
し

小
木
曽
　
七
海
（
垣
生
２
）

○
好
物
の
桃
も
無
視
す
る
反
抗
期

宇
佐
　
英
香
（
愛
光
１
）

炎
天
に
逆
ら
い
飛
ん
で
行
く
ボ
ー
ル

門
田
　
遥
（
愛
光
１
）

眼
帯
の
祖
母
を
気
遣
い
梨
を
む
く

田
渕
　
菜
々
子
（
済
美
平
成
１
）

渋
滞
を
ひ
と
り
追
い
越
す
夏
の
雲

吉
本
　
奈
央
（
県
西
１
）

○
向
日
葵
や
少
年
ダ
ッ
シ
ュ
繰
り
返
す

小
西
　
彩
加
（
松
山
中
央
３
）

ハ
ン
モ
ッ
ク
夢
の
続
き
を
揺
ら
し
を

り 

村
上
　
力
也
（
松
山
聖
陵
２
）

打
ち
水
を
か
わ
す
私
の
影
法
師

水
野
　
沙
織
（
聖
カ
タ
リ
ナ
２
）

ス
カ
ー
ト
の
折
り
目
き
れ
い
な
御
盆

明
け川

中
　
菜
緒
（
聖
カ
タ
リ
ナ
３
）

上
原

　白
水
　選

台
風
の
う
わ
さ
話
で
ざ
わ
め
く
葉

近
藤
　
亮
介
（
松
山
南
１
）

誰
も
い
な
い
教
室
の
ぞ
く
秋
の
雲

城
山
　
有
希
（
松
山
中
央
２
）

打
ち
水
し
地
球
の
温
度
を
下
げ
て
み

る 

松
本
　
美
咲
（
松
山
中
央
２
）

グ
ラ
ン
ド
に
夏
の
思
い
出
刻
み
込
む

青
木
　
涼
（
松
山
工
３
）

扇
風
機
違
う
違
う
と
首
を
ふ
る

岩
村
　
佳
泰
（
東
温
１
）

相
原

　左
義
長
　選

緑
さ
す
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
目
に
ひ
か

り 

中
田
　
岳
俊
（
松
山
東
３
）

梅
雨
明
け
て
い
よ
い
よ
決
め
る
進
路

か
な 

谷
川
　
加
奈
（
松
山
中
央
３
）

夏
深
し
も
う
着
る
こ
と
の
な
い
制
服

よ 

小
西
　
由
記
（
松
山
工
３
）

少
年
が
飛
び
込
み
咲
か
せ
た
水
花
火

芳
之
内
　
涼
（
東
温
２
）

正
の
字
で
と
れ
た
ト
マ
ト
の
記
録
と

る 

岡
本
　
明
莉
（
聖
カ
タ
リ
ナ
３
）

高
等
学
校
の
部

　入学当初、慣れない通学を気遣って駅ま
で一緒に来てくれた大好きな母。でもささ
いなことでけんかをしてしまいました。母
は私の気持ちをくんで私の大好きな桃をむ
いてくれましたが、反抗期真っただ中の私
は、食べることも、謝ることもできず、素
直になれませんでした。そんな後悔を伴っ
たほろ苦い思い出の句なので、受賞を聞い
て驚くとともに気恥ずかしくなりました。

　夏休みに弟がテニスの練習をしている
様子を見た時、向

ひ ま わ り

日葵に向かって何度も
ダッシュを繰り返す姿が、テニスを始め
た頃と比べ、ずいぶん成長しているよう
に感じました。この句は、そのような弟
を詠んだ句です。グランプリを受賞する
ことは、小学生の時にこの大会に入選し
てからの夢でした。大変うれしく誇りに
思います。ありがとうございました。

宇佐　英香
（愛光中１年）

小西　彩加
（松山中央高３年）

好
物
の
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す
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向
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葵
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　少
年
ダ
ッ
シ
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返
す

グランプリ

グランプリ


